
 

 

                   

  美しい花火に想う 

校長  亀田 親子  

今年も、とても暑さが厳しい夏休みでした。子供たちは体調を崩すことなく過ごしていただろうかと心配し

ていたのですが、今日、元気に登校してくる姿を見て本当に安心いたしました。笑顔での朝の挨拶に、２学

期も頑張ろうという意気込みを感じ、大変嬉しく思いました。 

さて今年の夏に花火を見る機会がありました。その花火は正三尺玉。重さは３００㎏もあり、６００ｍの上空

で、開花するとその直径は６５０ｍにもなります。花火の大きさ、美しさ、全身に響く音のスケールに驚愕し、言

葉を失うほど感動いたしました。それと同時に、平和の大切さをしみじみ感じました。というのも、この花火は

８０年前に空襲で亡くなられた方々の鎮魂と復興に尽力した方々への感謝、恒久平和への願いが込められ

ていると知ったからです。夜空を飾る美しい花火を見ながら、３年もの間シベリアに抑留されていた祖父の

言葉を思い出しました。「人と人は争ってはいけないよ。争っても何も生まれない。お互いを分かり合うため

には、じっくり話し合うことが大切なんだよ。私はシベリアで抑留されていて大変な思いをしたけれど、ロシア

の人とも交流しながら何とか過ごすことができたんだ。分かり合おうとする気持ちが大切だよ。それが平和

な世の中を作るんだ。」遠くを見ながら物静かに話していた祖父の顔と、色とりどりに変化する花火が重な

り、この美しい花火が、争いの火花になることがないようにと心から祈りました。 

今年は戦後８０年、全国で平和を願う様々な行事が行われています。これからの平和な世界を築き上げ

ていくのは、未来を担う子供たちです。この子供たちに、人と人とが分かり合い、互いを尊重し争いのない世

界を築く力が身に付くことを願いながら、２学期も本校の教育活動を充実させてまいります。今後とも、ご理

解・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。 
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学校だより 

【９月の主な予定】※各学年の授業時間は学年だよりをご覧ください 

１日（月）始業式 全校朝会 安全指導  

土曜時程 ４時間授業 

２日（火）給食始 ４時間授業 

保護者会（１３５年えのき）  

３日（木）保護者会（２４６年えのき） 

身体計測（５６年えのき） 

４日（金）避難訓練 身体計測（３４年） 

絵手紙教室（３年） 

５日（金）身体計測（１２年） 

富の湯体験（えのき） 

 ８日（月）全校朝会 委員会活動 

 

 

１０日（水）宿泊学習事前検診(えのき) 

１１日（木）～１２日（金）宿泊学習（えのき） 

１６日（火）全校朝会  

１７日（水）４時間授業 

１８日（木）たてわり班活動 

１９日（金）クリーンセンター多摩川見学(４年) 

      地域探検（３年） 

２２日（月）全校朝会 ５時間授業  

２４日（火）児童集会 土曜授業  ４時間授業 

２６日（金）食育指導 みずほポシェット（４年） 

２９日（月）全校朝会 クラブ活動 

 

 



 

《７・８月 活動の様子》 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

《５年 八ヶ岳移動教室》  

 7 月２２、２３日の２日間、八ヶ岳に行ってきまし

た。子供たちは、初めて宿泊を伴う活動ということで、

期待と不安が入り混じっている様子がうかがえまし

た。天候不順で予定を変更した活動もありましたが、

子供たちはしおりでスケジュールを確認しながら、互

いに声を掛け合い活動することができました。帰りの

バスの中では、「もう一泊したいな。」「八ヶ岳楽しかっ

たな。」という声が聞かれ、大きな怪我や事故なく戻っ

てくることができました。保護者の皆様、準備や見送

りなど、ご協力ありがとうございました。 

《６年 日光移動教室》 

 ８月１７日から１９日の三日間、日光に行

ってきました。戦場ヶ原でのハイキングをす

ることにより自然の美しさに触れました。東

照宮を見学することにより人工物の美しさ

や歴史を学びました。ホテルでの生活を通し

て仲の良さが深まりました。子どもたちにと

って大きく成長できた良い経験となった日

光移動教室でした。 

保護者の皆様、準備や見送りなど、ご協力

ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


